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　待
ち
に
待
っ
た
子
宮
頸
ガ

ン
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
、
認
可

に
な
っ
た
が
、
接
種
費
用
が

約
五
万
円
と
負
担
が
大
き
い
。

川
越
市
の
女
性
の
命
を
守
る

接
種
費
用
の
助
成
を
求
め
る
。

　市
長
※
　
市
民
か
ら
は
、

子
宮
頸
ガ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
用
が
高
額
な
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
公
費
助
成
を
望
む

多
く
の
ご
意
見
、
ま
た
ご
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
女
性
の
健
康
を
守
る
こ
と

は
女
性
に
と
っ
て
も
、
ま
た

社
会
に
と
っ
て
も
大
変
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。
子
宮
頸
ガ

ン
ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮
頸
ガ

ン
が
予
防
可
能
な
唯
一
の
ガ

ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

接
種
費
用
の
公
費
助
成
に
つ

い
て
は
、
財
政
の
厳
し
い
中

で
は
あ
る
が
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
子
宮
頸
ガ
ン
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
４

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
民
間
提
案

　
市
の
経
済
・
雇
用
対
策

　現
在
川
越
駅
西
口
駅
前
広

場
の
改
善
も
計
画
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
将
来
を
見
据

え
て
長
距
離
バ
ス
用
の
バ
ス

停
を
増
設
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　都
市
計
画
部
長
　
現
在
、

川
越
駅
西
口
か
ら
利
用
で
き

る
長
距
離
バ
ス
は
四
路
線
で
、

一
日
四
十
一
本
が
発
着
し
て

い
る
。
利
用
客
の
多
い
羽
田

空
港
線
は
昨
年
度
約
五
万
八

千
人
の
利
用
が
あ
る
等
、
長

距
離
バ
ス
に
は
一
定
の
需
要

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

バ
ス
会
社
も
運
行
に
前
向
き

で
あ
る
。
現
在
路
線
新
増
設

の
情
報
は
無
い
が
、
計
画
が

示
さ
れ
れ
ば
積
極
的
に
支
援

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
川

越
駅
西
口
の
バ
ス
停
増
設
に

つ
い
て
も
、
今
後
の
長
距
離

バ
ス
の
見
込
み
等
を
勘
案
し
、

駅
前
広
場
改
善
の
検
討
の
中

で
考
え
て
い
き
た
い
。

　
本
市
の
バ
ス
交
通
施
策

無
所
属

　

 

川

　口

　啓

　介

出
来
る
こ
と
か
ら
改
善
を
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　川
越
市
は
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
導
入
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
の
か
。

　学
校
教
育
部
長
　
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
化
は
、
分
か
り
や

す
い
授
業
展
開
の
手
段
や
教

育
の
情
報
化
の
方
策
等
と
し

て
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
現

状
に
お
い
て
は
、
対
応
で
き

る
指
導
者
が
少
な
く
、
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
自
体
も
十
分
に

普
及
し
て
い
な
い
、
効
果
的

活
用
に
は
電
子
黒
板
・
パ
ソ

コ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の

三
点
を
揃
え
る
必
要
が
あ
り
、

ソ
フ
ト
も
高
価
で
あ
る
、
視

覚
に
訴
え
る
指
導
で
学
習
意

欲
が
高
ま
る
反
面
、
使
用
法

に
よ
っ
て
は
実
際
の
体
験
を

通
し
て
学
習
す
る
過
程
が
減

少
す
る
、
等
、
費
用
や
教
育

効
果
に
つ
い
て
の
課
題
も
あ

る
の
で
、
今
後
具
体
的
な
活

用
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

　
小
学
校
の
電
子
教
科
書 11

　鎌
倉
武
士
の
館
跡
に
相
応

し
い
活
用
事
業
と
し
て
、
日

頃
の
武
士
の
訓
練
で
あ
っ
た

「
や
ぶ
さ
め
」
等
、
中
世
の

歴
史
や
文
化
を
知
っ
て
頂
く

取
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　教
育
長
※
　
流
鏑
馬
は
上

戸
に
あ
る
日
枝
神
社
の
総
本

社
に
あ
た
る
京
都
の
新
日
枝

社
で
も
平
安
時
代
か
ら
行
わ

れ
、
河
越
氏
と
の
関
係
が
深

い
為
、
史
跡
保
存
や
安
全
面

で
条
件
が
整
え
ば
行
い
た
い
。

　
今
後
の
整
備
活
用
事
業
は
、

地
元
住
民
の
協
力
を
頂
き
つ

つ
、
庁
内
横
断
的
協
力
体
制

の
下
で
市
唯
一
の
国
指
定
史

跡
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
け

る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
火
縄

銃
演
武
の
企
画
や
、
第
三
期

整
備
事
業
で
建
設
予
定
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
早
期
実
現
等

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
川
越
市
ま
ち
づ
く
り
条
例

　
河
越
館
跡
史
跡
の
活
用

　中
期
財
政
計
画
を
策
定
し

た
こ
と
で
、
総
合
計
画
、
実

施
計
画
事
業
や
川
越
市
集
中

改
革
プ
ラ
ン
等
と
財
政
見
通

し
と
の
整
合
性
が
図
ら
れ
、

連
動
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　政
策
財
政
部
長
　
中
期
財

政
計
画
は
総
合
計
画
、
実
施

計
画
と
相
互
に
連
動
す
る
関

係
に
は
な
い
が
、
両
者
の
関

連
性
を
強
め
る
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン

と
の
相
互
の
内
容
の
共
有
も

有
効
で
あ
る
。
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
財
政
の
健
全
性

の
確
保
、
選
択
と
集
中
に
よ

る
施
策
や
事
業
の
展
開
等
、

大
変
難
し
い
選
択
を
行
わ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
、
他
団
体
の
中
期
財

政
計
画
と
総
合
計
画
・
実
施

計
画
等
と
の
連
携
に
つ
い
て

研
究
し
、
有
効
な
仕
組
み
づ

く
り
が
で
き
る
よ
う
関
係
課

と
共
に
協
議
・
検
討
し
た
い
。

　
川
越
市
中
期
財
政
計
画
等

7

　都
市
計
画
道
路
南
古
谷
伊

佐
沼
線
は
市
道
〇
〇
四
〇
号

線
と
並
行
し
計
画
さ
れ
て
い

る
。
南
古
谷
伊
佐
沼
線
を
市

道
〇
〇
四
〇
号
線
に
振
り
替

え
て
は
ど
う
か
。

　都
市
計
画
部
長
　
都
市
計

画
道
路
南
古
谷
伊
佐
沼
線
は
、

南
古
谷
駅
か
ら
広
域
的
な
幹

線
道
路
で
あ
る
国
道
一
六
号

並
び
に
国
道
二
五
四
号
へ
の

連
絡
を
担
う
幹
線
道
路
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の

道
路
は
昭
和
三
十
九
年
に
当

初
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
本

年
三
月
末
現
在
の
整
備
率
で

０
％
と
な
っ
て
お
り
、
事
業

着
手
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
今
後
は
、
当
該
道
路
を
含

め
た
長
期
未
整
備
路
線
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
議
員
か
ら

の
提
言
を
含
め
、
さ
ら
な
る

検
討
を
行
い
、
都
市
計
画
審

議
会
で
の
審
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
南
古
谷
駅
北
側
の
道
路

　十
月
開
業
に
向
け
て
の
進

捗
状
況
や
今
後
の
動
向
等
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
地
元
へ

の
説
明
会
に
つ
い
て
伺
う
。

　産
業
観
光
部
長
　
国
の
補

助
金
は
、
三
月
末
に
採
択
さ

れ
て
お
り
、
現
在
詳
細
な
事

業
費
を
積
算
し
て
い
る
。
内

装
・
設
備
工
事
は
建
築
基
準

法
や
消
防
法
の
協
議
が
終
了

し
、
実
施
設
計
の
最
終
段
階

で
、
七
月
中
旬
頃
の
工
事
着

工
予
定
で
あ
る
。

　
愛
称
は
、
市
民
参
加
に
よ

る
選
定
委
員
会
で
の
決
定
を

予
定
し
て
い
る
。

　
地
元
へ
の
説
明
は
、
内
容

が
確
定
し
た
上
で
実
施
し
た

い
と
の
意
向
で
あ
る
。
指
定

管
理
業
務
の
円
滑
な
実
施
に

は
、
地
元
の
皆
様
の
理
解
と

協
力
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

積
極
的
に
説
明
に
努
め
る
よ

う
働
き
か
け
た
い
。

　
旧
鏡
山
跡
地
の
諸
問
題

　
仙
波
河
岸
公
園
の
管
理 12

　新
学
習
要
領
に
お
い
て
、

武
道
が
必
修
化
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
教
育
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　教
育
長
　
武
道
が
必
修
化

さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
教
育

基
本
法
で
、
伝
統
や
文
化
の

継
承
が
明
確
に
さ
れ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
武
道
を
学

ぶ
こ
と
は
、
基
本
動
作
や
対

人
技
能
の
習
得
や
体
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、

武
道
を
通
し
て
、
相
手
を
尊

重
す
る
精
神
や
伝
統
的
な
行

動
の
仕
方
や
考
え
方
を
身
に

つ
け
る
こ
と
等
、
日
本
の
文

化
や
伝
統
に
触
れ
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
こ
と
が
、
安
全
上
の
配

慮
に
も
つ
な
が
り
、
技
能
の

習
得
や
体
力
の
向
上
に
も
生

き
る
と
考
え
て
い
る
。
剣
道
、

柔
道
の
授
業
を
担
当
し
た
経

験
か
ら
も
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

強
く
認
識
し
て
い
る
。

　
市
内
中
学
校
体
育

　昨
年
よ
り
新
斎
場
建
設
準

備
室
で
、
建
設
に
向
け
て

種
々
の
検
討
を
行
っ
た
よ
う

だ
が
、
検
討
結
果
を
踏
ま
え

た
今
年
度
の
予
定
を
た
ず
ね

る
。　市

民
部
長
　
庁
内
に
新
斎

場
建
設
検
討
委
員
会
を
組
織

し
、
将
来
の
火
葬
件
数
の
予

測
、
施
設
の
能
力
や
規
模
の

想
定
、
運
営
方
法
、
さ
ら
に

は
都
市
計
画
決
定
な
ど
、
諸

手
続
き
の
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
火
葬
炉
の
数
を

現
在
の
二
倍
程
度
に
増
や
す

必
要
が
あ
り
、
告
別
室
、
収

骨
室
の
充
実
も
考
慮
す
る
と

施
設
の
規
模
は
現
在
よ
り
か

な
り
大
き
な
も
の
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
年
度
は
内

容
を
さ
ら
に
深
く
検
討
し
、

建
設
の
基
本
的
な
方
針
や
内

容
を
基
本
構
想
と
し
て
取
り

ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
川
越
市
新
斎
場

　
川
越
市
の
観
光

牛

　窪

　多
喜
男

中
学
校
で
の
武
道
の
必
修
化

13

啓
政
会

　

 

吉

　田

　光

　雄

鏡
山
跡
地
に
関
す
る
諸
問
題

　狂
犬
病
予
防
法
施
行
規
則

の
改
正
に
よ
り
一
定
の
要
件

下
で
鑑
札
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン

自
由
化
が
可
能
と
な
っ
た
。

川
越
市
ら
し
い
独
自
な
デ
ザ

イ
ン
を
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

　保
健
医
療
部
長
　
犬
鑑
札

と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の

装
着
は
飼
い
主
の
義
務
で
あ

る
と
同
時
に
、
迷
子
札
の
代

わ
り
等
に
も
な
る
。
十
九
年

に
小
型
犬
の
増
加
や
飼
い
主

の
犬
に
対
す
る
考
え
方
の
変

化
を
踏
ま
え
、
装
着
に
便
宜

を
図
る
目
的
で
サ
イ
ズ
の
小

型
化
と
一
定
条
件
化
で
の
形

状
の
独
自
性
が
認
め
ら
れ
た

が
、
デ
ザ
イ
ン
変
更
の
要
望

は
市
民
か
ら
も
数
件
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
今
後
、
既
に
デ

ザ
イ
ン
の
変
更
を
行
っ
た
市

町
村
の
状
況
等
を
調
査
し
、

装
着
率
向
上
に
効
果
が
認
め

ら
れ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

　
歯
科
検
診
で
虐
待
防
止

　
登
録
証
や
予
防
注
射
済
証

　元
職
員
が
起
こ
し
た
五
千

万
円
超
の
公
金
横
領
事
件
の

示
談
に
よ
る
と
返
済
月
額
一

万
円
で
は
回
収
に
三
百
年
以

上
か
か
る
。
市
民
の
損
害
回

復
と
説
明
責
任
を
果
た
せ
！

　市
長
　
こ
の
示
談
の
内
容

に
市
民
が
納
得
し
て
い
な
い

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

資
力
の
無
い
者
と
現
実
可
能

な
範
囲
で
約
束
す
る
こ
と
は
、

現
在
の
法
制
度
の
中
で
は
ベ

ス
ト
な
解
決
方
法
だ
と
考
え

る
の
で
、
市
民
に
も
ご
理
解

を
頂
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
事

件
の
経
緯
は
節
目
ご
と
に
報

告
し
、
新
た
な
示
談
の
締
結

も
議
長
、
記
者
ク
ラ
ブ
、
市

民
に
文
書
報
告
や
市
広
報
・

Ｈ
Ｐ
等
で
報
告
を
し
て
き
た

が
、
今
後
も
議
会
へ
の
報
告

や
市
民
へ
の
市
政
情
報
提
供

を
出
来
る
限
り
行
っ
て
い
き

た
い
。

　
横
領
事
件
に
係
る
示
談

　
タ
バ
コ
に
関
す
る
施
策

民
主
党

　

 

片

　野

　広

　隆

市
民
の
損
害
回
復
と
説
明
責
任14

　外
郭
団
体
の
情
報
公
開
へ

の
取
り
組
み
な
ど
、
見
直
し

プ
ラ
ン
策
定
を
待
た
ず
に
改

善
出
来
る
点
も
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　市
長
　
情
報
公
開
に
関
す

る
外
郭
団
体
独
自
の
規
程
の

整
備
等
は
、
市
側
か
ら
の
要

請
に
基
づ
き
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
団
体
で
対
応
済
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
情

報
提
供
の
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
統
一
し
た
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
や
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
集
約

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
決
し

て
分
か
り
や
す
い
も
の
と
は

い
い
難
い
。
今
後
、
市
の
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
の
閲
覧
を

可
能
に
す
る
な
ど
、
見
直
し

プ
ラ
ン
の
策
定
を
待
た
ず
に

改
善
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

各
外
郭
団
体
と
協
力
し
な
が

ら
改
善
し
て
い
き
た
い
。

　
外
郭
団
体
見
直
し

　
監
査
委
員
の
民
間
人
登
用

公
明
党

　

 

若

　狭

　み
ど
り

子
宮
頸
ガ
ン
予
防
接
種
の
助
成

自
民
ク

　

 

関

　口

　
　
　勇

電
子
教
科
書
の
早
期
導
入
を
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啓
政
会

　

 

松

　井

　釜
太
郎

川
越
市
新
斎
場
に
つ
い
て

公
明
党

　

 

近

　藤

　芳

　宏

川
越
市
将
来
情
報
の
見
え
る
化 6

問答問答

質問質問 質問 質問

問答

質問

問答

質問 質問

8

ス
ピ
リ
ッ
ト
50

　

 

小
野
澤

　康

　弘

河
越
館
跡
で
歴
史
の
再
現
を

9

ス
ピ
リ
ッ
ト
50

　

 

須

　賀

　
　
　博

長
距
離
バ
ス
施
策
に
つ
い
て

質問質問 質問

問答問答

質問 質問

問答

質問 質問

問答

自
民
ク

　

 

吉

　敷

　
　
　賢

（都）
南
古
谷
伊
佐
沼
線
に
つ
い
て

10

質問

問答

質問

問答

質問 質問

問答

質問 質問

問答

公
明
党

　

 

石

　川

　隆

　二

犬
鑑
札
の
デ
ザ
イ
ン
変
更
を

17

市

　
　
　民

フ
ォ
ー
ラ
ム

や
ぶ
さ
め
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　待
ち
に
待
っ
た
子
宮
頸
ガ

ン
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
、
認
可

に
な
っ
た
が
、
接
種
費
用
が

約
五
万
円
と
負
担
が
大
き
い
。

川
越
市
の
女
性
の
命
を
守
る

接
種
費
用
の
助
成
を
求
め
る
。

　市
長
※
　
市
民
か
ら
は
、

子
宮
頸
ガ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
用
が
高
額
な
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
公
費
助
成
を
望
む

多
く
の
ご
意
見
、
ま
た
ご
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
女
性
の
健
康
を
守
る
こ
と

は
女
性
に
と
っ
て
も
、
ま
た

社
会
に
と
っ
て
も
大
変
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。
子
宮
頸
ガ

ン
ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮
頸
ガ

ン
が
予
防
可
能
な
唯
一
の
ガ

ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

接
種
費
用
の
公
費
助
成
に
つ

い
て
は
、
財
政
の
厳
し
い
中

で
は
あ
る
が
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
子
宮
頸
ガ
ン
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
４

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
民
間
提
案

　
市
の
経
済
・
雇
用
対
策

　現
在
川
越
駅
西
口
駅
前
広

場
の
改
善
も
計
画
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
将
来
を
見
据

え
て
長
距
離
バ
ス
用
の
バ
ス

停
を
増
設
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　都
市
計
画
部
長
　
現
在
、

川
越
駅
西
口
か
ら
利
用
で
き

る
長
距
離
バ
ス
は
四
路
線
で
、

一
日
四
十
一
本
が
発
着
し
て

い
る
。
利
用
客
の
多
い
羽
田

空
港
線
は
昨
年
度
約
五
万
八

千
人
の
利
用
が
あ
る
等
、
長

距
離
バ
ス
に
は
一
定
の
需
要

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

バ
ス
会
社
も
運
行
に
前
向
き

で
あ
る
。
現
在
路
線
新
増
設

の
情
報
は
無
い
が
、
計
画
が

示
さ
れ
れ
ば
積
極
的
に
支
援

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
川

越
駅
西
口
の
バ
ス
停
増
設
に

つ
い
て
も
、
今
後
の
長
距
離

バ
ス
の
見
込
み
等
を
勘
案
し
、

駅
前
広
場
改
善
の
検
討
の
中

で
考
え
て
い
き
た
い
。

　
本
市
の
バ
ス
交
通
施
策

無
所
属

　

 

川

　口

　啓

　介

出
来
る
こ
と
か
ら
改
善
を
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　川
越
市
は
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
導
入
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
の
か
。

　学
校
教
育
部
長
　
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
化
は
、
分
か
り
や

す
い
授
業
展
開
の
手
段
や
教

育
の
情
報
化
の
方
策
等
と
し

て
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
現

状
に
お
い
て
は
、
対
応
で
き

る
指
導
者
が
少
な
く
、
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
自
体
も
十
分
に

普
及
し
て
い
な
い
、
効
果
的

活
用
に
は
電
子
黒
板
・
パ
ソ

コ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の

三
点
を
揃
え
る
必
要
が
あ
り
、

ソ
フ
ト
も
高
価
で
あ
る
、
視

覚
に
訴
え
る
指
導
で
学
習
意

欲
が
高
ま
る
反
面
、
使
用
法

に
よ
っ
て
は
実
際
の
体
験
を

通
し
て
学
習
す
る
過
程
が
減

少
す
る
、
等
、
費
用
や
教
育

効
果
に
つ
い
て
の
課
題
も
あ

る
の
で
、
今
後
具
体
的
な
活

用
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

　
小
学
校
の
電
子
教
科
書 11

　鎌
倉
武
士
の
館
跡
に
相
応

し
い
活
用
事
業
と
し
て
、
日

頃
の
武
士
の
訓
練
で
あ
っ
た

「
や
ぶ
さ
め
」
等
、
中
世
の

歴
史
や
文
化
を
知
っ
て
頂
く

取
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　教
育
長
※
　
流
鏑
馬
は
上

戸
に
あ
る
日
枝
神
社
の
総
本

社
に
あ
た
る
京
都
の
新
日
枝

社
で
も
平
安
時
代
か
ら
行
わ

れ
、
河
越
氏
と
の
関
係
が
深

い
為
、
史
跡
保
存
や
安
全
面

で
条
件
が
整
え
ば
行
い
た
い
。

　
今
後
の
整
備
活
用
事
業
は
、

地
元
住
民
の
協
力
を
頂
き
つ

つ
、
庁
内
横
断
的
協
力
体
制

の
下
で
市
唯
一
の
国
指
定
史

跡
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
け

る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
火
縄

銃
演
武
の
企
画
や
、
第
三
期

整
備
事
業
で
建
設
予
定
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
早
期
実
現
等

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
川
越
市
ま
ち
づ
く
り
条
例

　
河
越
館
跡
史
跡
の
活
用

　中
期
財
政
計
画
を
策
定
し

た
こ
と
で
、
総
合
計
画
、
実

施
計
画
事
業
や
川
越
市
集
中

改
革
プ
ラ
ン
等
と
財
政
見
通

し
と
の
整
合
性
が
図
ら
れ
、

連
動
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　政
策
財
政
部
長
　
中
期
財

政
計
画
は
総
合
計
画
、
実
施

計
画
と
相
互
に
連
動
す
る
関

係
に
は
な
い
が
、
両
者
の
関

連
性
を
強
め
る
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン

と
の
相
互
の
内
容
の
共
有
も

有
効
で
あ
る
。
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
財
政
の
健
全
性

の
確
保
、
選
択
と
集
中
に
よ

る
施
策
や
事
業
の
展
開
等
、

大
変
難
し
い
選
択
を
行
わ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
、
他
団
体
の
中
期
財

政
計
画
と
総
合
計
画
・
実
施

計
画
等
と
の
連
携
に
つ
い
て

研
究
し
、
有
効
な
仕
組
み
づ

く
り
が
で
き
る
よ
う
関
係
課

と
共
に
協
議
・
検
討
し
た
い
。

　
川
越
市
中
期
財
政
計
画
等

7

　都
市
計
画
道
路
南
古
谷
伊

佐
沼
線
は
市
道
〇
〇
四
〇
号

線
と
並
行
し
計
画
さ
れ
て
い

る
。
南
古
谷
伊
佐
沼
線
を
市

道
〇
〇
四
〇
号
線
に
振
り
替

え
て
は
ど
う
か
。

　都
市
計
画
部
長
　
都
市
計

画
道
路
南
古
谷
伊
佐
沼
線
は
、

南
古
谷
駅
か
ら
広
域
的
な
幹

線
道
路
で
あ
る
国
道
一
六
号

並
び
に
国
道
二
五
四
号
へ
の

連
絡
を
担
う
幹
線
道
路
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の

道
路
は
昭
和
三
十
九
年
に
当

初
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
本

年
三
月
末
現
在
の
整
備
率
で

０
％
と
な
っ
て
お
り
、
事
業

着
手
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
今
後
は
、
当
該
道
路
を
含

め
た
長
期
未
整
備
路
線
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
議
員
か
ら

の
提
言
を
含
め
、
さ
ら
な
る

検
討
を
行
い
、
都
市
計
画
審

議
会
で
の
審
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
南
古
谷
駅
北
側
の
道
路

　十
月
開
業
に
向
け
て
の
進

捗
状
況
や
今
後
の
動
向
等
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
地
元
へ

の
説
明
会
に
つ
い
て
伺
う
。

　産
業
観
光
部
長
　
国
の
補

助
金
は
、
三
月
末
に
採
択
さ

れ
て
お
り
、
現
在
詳
細
な
事

業
費
を
積
算
し
て
い
る
。
内

装
・
設
備
工
事
は
建
築
基
準

法
や
消
防
法
の
協
議
が
終
了

し
、
実
施
設
計
の
最
終
段
階

で
、
七
月
中
旬
頃
の
工
事
着

工
予
定
で
あ
る
。

　
愛
称
は
、
市
民
参
加
に
よ

る
選
定
委
員
会
で
の
決
定
を

予
定
し
て
い
る
。

　
地
元
へ
の
説
明
は
、
内
容

が
確
定
し
た
上
で
実
施
し
た

い
と
の
意
向
で
あ
る
。
指
定

管
理
業
務
の
円
滑
な
実
施
に

は
、
地
元
の
皆
様
の
理
解
と

協
力
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

積
極
的
に
説
明
に
努
め
る
よ

う
働
き
か
け
た
い
。

　
旧
鏡
山
跡
地
の
諸
問
題

　
仙
波
河
岸
公
園
の
管
理 12

　新
学
習
要
領
に
お
い
て
、

武
道
が
必
修
化
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
教
育
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　教
育
長
　
武
道
が
必
修
化

さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
教
育

基
本
法
で
、
伝
統
や
文
化
の

継
承
が
明
確
に
さ
れ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
武
道
を
学

ぶ
こ
と
は
、
基
本
動
作
や
対

人
技
能
の
習
得
や
体
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、

武
道
を
通
し
て
、
相
手
を
尊

重
す
る
精
神
や
伝
統
的
な
行

動
の
仕
方
や
考
え
方
を
身
に

つ
け
る
こ
と
等
、
日
本
の
文

化
や
伝
統
に
触
れ
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
こ
と
が
、
安
全
上
の
配

慮
に
も
つ
な
が
り
、
技
能
の

習
得
や
体
力
の
向
上
に
も
生

き
る
と
考
え
て
い
る
。
剣
道
、

柔
道
の
授
業
を
担
当
し
た
経

験
か
ら
も
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

強
く
認
識
し
て
い
る
。

　
市
内
中
学
校
体
育

　昨
年
よ
り
新
斎
場
建
設
準

備
室
で
、
建
設
に
向
け
て

種
々
の
検
討
を
行
っ
た
よ
う

だ
が
、
検
討
結
果
を
踏
ま
え

た
今
年
度
の
予
定
を
た
ず
ね

る
。　市

民
部
長
　
庁
内
に
新
斎

場
建
設
検
討
委
員
会
を
組
織

し
、
将
来
の
火
葬
件
数
の
予

測
、
施
設
の
能
力
や
規
模
の

想
定
、
運
営
方
法
、
さ
ら
に

は
都
市
計
画
決
定
な
ど
、
諸

手
続
き
の
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
火
葬
炉
の
数
を

現
在
の
二
倍
程
度
に
増
や
す

必
要
が
あ
り
、
告
別
室
、
収

骨
室
の
充
実
も
考
慮
す
る
と

施
設
の
規
模
は
現
在
よ
り
か

な
り
大
き
な
も
の
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
年
度
は
内

容
を
さ
ら
に
深
く
検
討
し
、

建
設
の
基
本
的
な
方
針
や
内

容
を
基
本
構
想
と
し
て
取
り

ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
川
越
市
新
斎
場

　
川
越
市
の
観
光

牛

　窪

　多
喜
男

中
学
校
で
の
武
道
の
必
修
化

13

啓
政
会

　

 

吉

　田

　光

　雄

鏡
山
跡
地
に
関
す
る
諸
問
題

　狂
犬
病
予
防
法
施
行
規
則

の
改
正
に
よ
り
一
定
の
要
件

下
で
鑑
札
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン

自
由
化
が
可
能
と
な
っ
た
。

川
越
市
ら
し
い
独
自
な
デ
ザ

イ
ン
を
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

　保
健
医
療
部
長
　
犬
鑑
札

と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の

装
着
は
飼
い
主
の
義
務
で
あ

る
と
同
時
に
、
迷
子
札
の
代

わ
り
等
に
も
な
る
。
十
九
年

に
小
型
犬
の
増
加
や
飼
い
主

の
犬
に
対
す
る
考
え
方
の
変

化
を
踏
ま
え
、
装
着
に
便
宜

を
図
る
目
的
で
サ
イ
ズ
の
小

型
化
と
一
定
条
件
化
で
の
形

状
の
独
自
性
が
認
め
ら
れ
た

が
、
デ
ザ
イ
ン
変
更
の
要
望

は
市
民
か
ら
も
数
件
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
今
後
、
既
に
デ

ザ
イ
ン
の
変
更
を
行
っ
た
市

町
村
の
状
況
等
を
調
査
し
、

装
着
率
向
上
に
効
果
が
認
め

ら
れ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

　
歯
科
検
診
で
虐
待
防
止

　
登
録
証
や
予
防
注
射
済
証

　元
職
員
が
起
こ
し
た
五
千

万
円
超
の
公
金
横
領
事
件
の

示
談
に
よ
る
と
返
済
月
額
一

万
円
で
は
回
収
に
三
百
年
以

上
か
か
る
。
市
民
の
損
害
回

復
と
説
明
責
任
を
果
た
せ
！

　市
長
　
こ
の
示
談
の
内
容

に
市
民
が
納
得
し
て
い
な
い

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

資
力
の
無
い
者
と
現
実
可
能

な
範
囲
で
約
束
す
る
こ
と
は
、

現
在
の
法
制
度
の
中
で
は
ベ

ス
ト
な
解
決
方
法
だ
と
考
え

る
の
で
、
市
民
に
も
ご
理
解

を
頂
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
事

件
の
経
緯
は
節
目
ご
と
に
報

告
し
、
新
た
な
示
談
の
締
結

も
議
長
、
記
者
ク
ラ
ブ
、
市

民
に
文
書
報
告
や
市
広
報
・

Ｈ
Ｐ
等
で
報
告
を
し
て
き
た

が
、
今
後
も
議
会
へ
の
報
告

や
市
民
へ
の
市
政
情
報
提
供

を
出
来
る
限
り
行
っ
て
い
き

た
い
。

　
横
領
事
件
に
係
る
示
談

　
タ
バ
コ
に
関
す
る
施
策

民
主
党

　

 

片

　野

　広

　隆

市
民
の
損
害
回
復
と
説
明
責
任14

　外
郭
団
体
の
情
報
公
開
へ

の
取
り
組
み
な
ど
、
見
直
し

プ
ラ
ン
策
定
を
待
た
ず
に
改

善
出
来
る
点
も
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　市
長
　
情
報
公
開
に
関
す

る
外
郭
団
体
独
自
の
規
程
の

整
備
等
は
、
市
側
か
ら
の
要

請
に
基
づ
き
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
団
体
で
対
応
済
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
情

報
提
供
の
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
統
一
し
た
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
や
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
集
約

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
決
し

て
分
か
り
や
す
い
も
の
と
は

い
い
難
い
。
今
後
、
市
の
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
の
閲
覧
を

可
能
に
す
る
な
ど
、
見
直
し

プ
ラ
ン
の
策
定
を
待
た
ず
に

改
善
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

各
外
郭
団
体
と
協
力
し
な
が

ら
改
善
し
て
い
き
た
い
。

　
外
郭
団
体
見
直
し

　
監
査
委
員
の
民
間
人
登
用

公
明
党

　

 

若

　狭

　み
ど
り

子
宮
頸
ガ
ン
予
防
接
種
の
助
成

自
民
ク

　

 

関

　口

　
　
　勇

電
子
教
科
書
の
早
期
導
入
を

15

啓
政
会

　

 

松

　井

　釜
太
郎

川
越
市
新
斎
場
に
つ
い
て

公
明
党

　

 

近

　藤

　芳

　宏

川
越
市
将
来
情
報
の
見
え
る
化 6

問答問答

質問質問 質問 質問

問答

質問

問答

質問 質問

8

ス
ピ
リ
ッ
ト
50

　

 

小
野
澤

　康

　弘

河
越
館
跡
で
歴
史
の
再
現
を

9

ス
ピ
リ
ッ
ト
50

　

 

須

　賀

　
　
　博

長
距
離
バ
ス
施
策
に
つ
い
て

質問質問 質問

問答問答

質問 質問

問答

質問 質問

問答

自
民
ク

　

 

吉

　敷

　
　
　賢

（都）
南
古
谷
伊
佐
沼
線
に
つ
い
て

10

質問

問答

質問

問答

質問 質問

問答

質問 質問

問答

公
明
党

　

 

石

　川

　隆

　二

犬
鑑
札
の
デ
ザ
イ
ン
変
更
を

17

市

　
　
　民

フ
ォ
ー
ラ
ム

や
ぶ
さ
め


